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「
現
前
の
秩
序
」
を
重
視
し
て
い
た
の
で

し
た
。

日
常
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

近
年
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
演
劇
の

旗
手
と
し
て
は
、
演
出
家
集
団
の
リ
ミ

ニ
・
プ
ロ
ト
コ
ル
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

彼
ら
は
し
ば
し
ば
、
制
作
す
る
作
品
の

テ
ー
マ
に
即
し
て
、
プ
ロ
俳
優
で
は
な

く
、
そ
の
テ
ー
マ
に
通
じ
た
素
人
を

「
日
常
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
と
し
て
起
用

し
ま
す
。
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
、
特
別
養
護
施
設

の
居
住
者
と
い
っ
た
人
々
が
出
演
し
、

自
分
の
経
験
に
つ
い
て
語
る
上
演
は
、

さ
な
が
ら
ラ
イ
ブ
で
展
開
さ
れ
る
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
で
す
。

劇
作
家
が
書
く
戯
曲
（
ド
ラ
マ
）
を

出
発
点
と
し
な
い
、
演
劇
学
者
レ
ー
マ

ン
が
言
う
〈
ポ
ス
ト
ド
ラ
マ
演
劇
〉
の

代
表
例
で
も
あ
り
ま
す
。

日
本
で
の
実
践

同
様
の
演
劇
は
現
在
、
世
界
各
国
で

制
作
さ
れ
て
い
て
、
日
本
で
も
多
く
の

例
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

飴
屋
法
水
の
『
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
』
は
、

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
高
校
生
た

ち
の
言
葉
か
ら
構
成
さ
れ
、
上
演
で
は

そ
の
高
校
生
た
ち
本
人
が
出
演
し
ま
し

た
。
あ
る
い
は
、
介
護
福
祉
士
で
も
あ

る
菅
原
直
樹
が
演
出
し
、
老
老
介
護
の

当
事
者
が
街
頭
で
演
じ
た
〈
徘
徊
演
劇
〉

も
目
を
引
き
ま
す
。
世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ

ク
シ
ア
タ
ー
の
『
地
域
の
物
語
』
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
シ
リ
ー
ズ
も
、「
生
と
性
」

「
老
い
」「
看
取
り
」
と
い
っ
た
身
近
な

テ
ー
マ
で
、
プ
ロ
の
作
り
手
の
指
導
の

も
と
、
一
般
の
参
加
者
（
＝
出
演
者
）

た
ち
が
自
分
の
経
験
に
つ
い
て
議
論
し
、

上
演
内
容
を
成
立
さ
せ
て
い
く
プ
ロ
セ

ス
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

日
常
の
―
あ
る
い
は
日
常
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
非
日
常
の
―
出
来
事
こ
そ

が
、
こ
う
し
た
演
劇
の
中
核
で
す
。
ひ

い
て
は
、
上
演
が
日
常
の
出
来
事
に
溶

け
込
ん
で
い
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。

日
常
は
舞
台

ピ
ス
カ
ー
ト
ア
は
、
非
日
常
的
な

〈
作
品
〉
の
完
成
を
目
指
す
の
で
は
な

く
、
日
常
に
新
し
い
現
実
を
生
起
さ
せ

る
た
め
の
〈
手
段
〉
と
し
て
、
演
劇
を

捉
え
ま
し
た
。
そ
し
て
現
在
、
上
記
の

よ
う
な
、
日
常
の
現
実
の
再
発
見
や
再

認
識
を
促
す
演
劇
が
、
世
界
各
地
で
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

演
劇
は
、
決
し
て
あ
な
た
の
日
常
か

ら
縁
遠
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
こ

の
世
界
す
べ
て
が
一
つ
の
舞
台
、／
人
は

み
な
男
も
女
も
役
者
に
す
ぎ
な
い
」

（
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
『
お
気
に
召
す
ま

ま
』
二
幕
七
場
、
松
岡
和
子
訳
）―
実

際
、
す
べ
て
の
人
が
い
つ
も
何
か
の
役

割
を
演
じ
て
生
き
て
い
る
の
で
す
か
ら
、

演
劇
は
実
に
、
日
常
的
な
営
み
で
す
。

演
劇
は
非
日
常
?

〈
演
劇
〉
や
〈
舞
台
芸
術
〉
と
い
う

と
、
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
で
し
ょ
う
?
ご

自
分
の
日
常
と
は
縁
遠
い
、
非
日
常
の

世
界
が
描
か
れ
、
現
実
を
忘
れ
さ
せ
て

く
れ
る
も
の
、
歌
や
踊
り
の
場
面
が
豊

か
で
、
人
気
の
マ
ン
ガ
、
ア
ニ
メ
、

ゲ
ー
ム
が
原
作
と
い
う
こ
と
も
し
ば
し

ば
―
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

一
方
で
、
そ
う
で
は
な
く
、
日
常
の

現
実
の
再
発
見
や
再
認
識
を
促
す
演
劇

が
あ
り
、
そ
の
一
部
が
、
時
に
〈
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
演
劇
〉
と
呼
ば
れ
ま

す
。
ち
ょ
う
ど
映
画
の
場
合
の
〈
劇
映

画
〉
に
対
す
る
〈
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
〉
に
似
て
い
ま
す
。

〈
記
録
演
劇
〉

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
演
劇
の
源
流
の

一
つ
と
見
な
さ
れ
る
の
が
、
ド
イ
ツ
の

演
出
家
ピ
ス
カ
ー
ト
ア
の
演
劇
で
す
。

一
九
六
〇
年
代
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ

裁
判
の
傍
聴
記
録
や
新
聞
記
事
（
＝
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
）
を
基
に
書
か
れ
た
ヴ
ァ

イ
ス
作
『
追
究
』
ほ
か
を
演
出
し
、

〈
記
録
演
劇
〉―
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

演
劇
と
も
訳
せ
る
―
の
潮
流
を
決
定
づ

け
、
ナ
チ
ス
の
過
去
に
背
を
向
け
が
ち

だ
っ
た
西
ド
イ
ツ
社
会
に
〈
過
去
の
克

服
〉
の
流
れ
を
促
し
ま
し
た
。

ピ
ス
カ
ー
ト
ア
は
、
社
会
的
な
議
論

の
き
っ
か
け
を
つ
く
り
、
現
実
の
世
界

を
変
え
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
ま
し
た
。

多
く
の
演
劇
が
「
出
来
事
を
再
現
す
る
」

こ
と
を
旨
と
し
て
い
た
一
方
で
、
む
し

ろ
「
出
来
事
を
生
起
さ
せ
る
」
こ
と
を

主
眼
に
し
て
い
た
の
で
す
。
演
劇
学
者

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
＝
リ
ヒ
テ
の
言
い
方
に

な
ら
え
ば
、「
再
現
の
秩
序
」
で
は
な
く

〈ドキュメンタリー〈ドキュメンタリー
  演劇〉と/の日常  演劇〉と/の日常
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2008年　明治大学国際日本学部専任講師
2013年　明治大学国際日本学部准教授
2016年から現職
博士（文学）

主な著書・論文
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The Routledge Companion to Theatre and Politics （共著・Routledge・
2019年）
『演劇と音楽』（共編著・森話社・2020年）
所属学会
日本演劇学会、国際演劇学会（IFTR）、ヨーロッパ日本研究協会（EAJS）

国際日本学部国際日本学部

Boeser, Knut / Vatková, 
Renata (Hg.): Erwin 
P i s c a t o r .  E i n e 
Arbeitsbiographie in 2 
Bänden, Bd. 2, Berlin 
(Frölich & Kaufmann) 
1986.

Malzacher, Florian / 
Dreysse, Miriam (Hg.): 
Rimini Protokoll  - 
Experten des Alltags. 
Berlin (Alexander), 
2007.

レーマン、ハンス＝
ティース『ポストドラマ
演劇』同学社、2002年
（原書1999年）

飴屋法水『ブルーシート』白
水社、2013年

35 THE QUARTERLY MEIJI 34


